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北海道における取組状況について



　　平成20年度 普及活動計画　畜産関係　重点課題一覧
普及ｾﾝﾀｰ 重点普及課題 普及対象地区・集団 主な課題

石狩本所 乳牛の生産性向上とゆとり酪農の確立 恵庭市・北広島市酪農 乳牛飼養管理・乳量安定生産技術の向上(分娩間隔短縮、粗飼料品質向上)

渡島本所 黒毛和種繁殖経営の安定確保 七飯町和牛生産改良組合 黒毛繁殖生産技術の向上(繁殖素牛飼養改善、分娩間隔の短縮)

渡島北部 効率的な生乳生産に向けた基盤づくり 八雲町野田生・桜野地区酪農家 生乳増産体制の再構築、良質粗飼料生産(ＴＭＲセンター、適正施肥)

経営規模の拡大と収益性の高い肉牛経営の確立 長万部町肉牛生産農家 黒毛和種飼養管理技術(哺育･育成期、分娩間隔)、規模拡大の支援

檜山北部 企業的経営体の育成 せたな町ﾃﾞｲﾘｰﾌｧｰﾑ若松 法人経営安定化(飼料設計、給与・乳牛管理、飼料用とうもろこし安定生産)

南後志 持続的な黒松内農業の確立 黒松内町作開地域 自給粗飼料の品質向上、乳牛飼養管理改善(広域生産組合の効率的運営)

黒毛和牛飼養管理技術改善による市場評価向上 黒松内町和牛生産農家 肉牛飼養管理技術の確立(分娩時事故抑制、飼養環境・飼料給与改善)

空知本所 乳質・乳成分の向上で安定経営 岩見沢市北村酪農家 衛生的・成分的乳質の向上(飼養環境・栄養管理改善、飼料用とうもろこし拡大)

北空知 乳牛の繁殖成績改善による所得確保 新砂川酪農組合 繁殖管理技術の定着(乾乳牛管理の向上(分娩間隔短縮))

富良野 高品質自給飼料収穫・給与システムの構築による生乳生産の向上 上富良野町細切りｸﾞﾗｽｻｲﾚｰｼﾞ利用農家 収穫機械共同利用体制確立、粗飼料品質向上、給与技術確立(高栄養自給飼料確保)

士別 乳牛管理のシステム化による生乳生産の拡大 士別市ﾃﾞｲﾘｰｻﾎﾟｰﾄ士別構成員 月齢・秘乳ｽﾃｰｼﾞに応じた飼養管理、乾乳牛舎の施設整備(初産分娩月齢短縮、分娩ﾄﾗﾌﾞﾙ減少)

北留萌 酪農支援システムの充実と生産環境の整備 天塩町更岸地域 良質粗飼料生産支援、飼養管理改善(コントラクター活用、放牧管理・植生・繁殖管理改善）

乳質改善技術の実践による良質乳生産の推進 幌延町重点対象酪農家 体細胞数削減対策の実施(乳房炎新規感染防止、感染期間短縮)

宗谷本所 新たな生産システムを活かした地域の再編 猿払村朝茅野台地地区 ＴＭＲセンター・利用農家の経営安定(乾乳期の飼養管理、牧草収穫調製、牛舎環境改善)

環境および地域産業と調和した酪農経営の確立 枝幸町乙忠部地域 「地域共存型」酪農地域の確立(農場HACCP・減肥実践、タイプ別営農改善指導)

地域生産体制組織の整備と育成による高品質乳生産 浜頓別町開明地区 酪農協業法人の経営安定(出荷乳量増加、経産牛事故率減少)

宗谷北部 ゆとり創出を目指した地域生産性の向上 稚内市川西・曙地区 乾乳牛、ほ育・育成牛管理改善(初産分娩月齢短縮)

草地型酪農経営の充実 豊富町豊徳地域 自給飼料の有効活用、経営ロスの減少(家畜ふん尿活用施肥推進、周産期病減少)

低コスト和牛生産の推進 豊富町和牛生産改良組合 ほ乳期飼養技術、繁殖成績の向上(牛舎環境改善、事故率減、発情発見向上)

遠軽 地域酪農の生産性・収益性の向上 遠軽町瀬戸瀬地区酪農研究会 周産期疾病事故予防技術の推進(乾乳牛、育成期、秘乳期飼養管理技術の向上)

酪農生産環境の整備 遠軽町生田原地区 繁殖成績向上、低コスト良品質粗飼料・小麦生産(飼料設計・環境改善、土壌診断・施肥改善)

湧別分室 地域営農のシステム化による農業所得の向上 湧別町芭露地域 地域営農のシステム化、高収益作物導入(ＴＭＲ乳飼比適正化、ｽｲｰﾄｺｰﾝ導入)

循環型酪農と飼料自給率の向上による所得拡大 佐呂間町知来地区 飼料生産技術の確立、飼料自給率の向上(草地管理、飼料用とうもろこし、粗飼料増給)

紋別 農業法人を中核とした地域農業の活性化 紋別市沼の上地区 協業型法人を核とする地域支援体制整備(良質ｻｲﾚｰｼﾞ確保、周産期管理改善、自給飼料有効活用)

自給飼料生産効率の改善 紋別市なぎさ生産組合 サイレージ収穫調製技術向上、自給飼料に合わせた飼養管理の改善

興部分室 アウトソーシング(外部委託)活用による労働生産性の向上 興部町北興・宇津地域 ｺﾝﾄﾗｸﾀｰ活用によるｻｲﾚｰｼﾞ品質向上、栄養管理改善(移行期管理技術の向上)

良質乳生産に向けた技術の定着 雄武町生産改善志向農家 搾乳技術・飼養環境・栄養管理改善、周産期疾病減少

東胆振 子牛の市場性の向上と繁殖改善による所得の確保 白老町白老牛改良ｾﾝﾀｰ構成員 繁殖管理・子牛飼養管理技術の向上(衛生管理・施設改善、飼養ﾏﾆｭｱﾙ推進)

日高本所 軽種馬経営から肉牛への転換または複合経営による経営の安定化 新ひだか町肉牛導入軽種馬農家 肉牛転換農家の飼養管理技術向上・経営改善(施肥改善・粗飼料主体育成牛管理モデル策定)

軽種馬農家の経営安定に向けた技術の普及 浦河町軽種馬農家 安定経営に向けた基本技術導入・経営改善(草地管理、馬生産栄養管理、収支管理)



　　平成20年度 普及活動計画　畜産関係　重点課題一覧
普及ｾﾝﾀｰ 重点普及課題 普及対象地区・集団 主な課題

十勝東北部 山麓地帯における農業経営の収益性向上 足寄町上足寄地域 粗飼料等の生産費削減、周産期病低減(畑地でのふん尿有効利用、移行期の飼養管理技術向上)

十勝北部 粗飼料生産部門改善による農家経営の安定的継続 上士幌町萩ヶ岡地域 自給飼料率向上と給与改善による生産性改善(施肥管理、収穫、調整・貯蔵、給与の適正化)

和牛主産地としてふさわしい収益性の高い和牛繁殖経営の確立 音更町和牛繁殖経営ﾓﾃﾞﾙ農場 子牛発育性の向上(ほ育・育成牛の飼養管理、牛舎施設の改善)

十勝西部 生産効率の高い地域酪農経営の確立 新得町上佐幌地区 乾物摂取量の確保と経営改善(乾乳牛給与改善、TDN収量向上、短・中期経営改善計画)

十勝南部 地域営農システム活用によるゆとりある酪農経営の確立 大樹町中島地区 自給飼料省力・低コスト生産、飼養管理技術見直し(施肥改善、栄養収量向上、ほ育利用組合支援)

良質粗飼料確保による経営の安定生産 幕別町忠類豊成地区 粗飼料収穫調製、飼料給与技術改善(牧草の適期収穫、モニタリング手法のシステム化)

釧路本所 地域農業生産のシステム化によるゆとりある農家生活の確立 標茶町萩野地区 高品質自給飼料生産システムの構築(粗飼料品質改善、自給飼料主体の飼養管理技術

生産性の高い土地利用型酪農の確立 弟子屈町美留和・川湯地区 地域支援システムによる良質粗飼料確保・労働時間低減、乳牛生産性向上(サイレージ生産・踏圧、繁殖成績)

牛舎施設の改善による生産性の高い酪農経営の確立 標茶・弟子屈町牛舎整備予定農家 牛舎施設改善モデル経営体の育成(施設移行期の飼養管理、栄養設計、労務管理支援)

釧路東部 基本技術の見直しで収益性の高い酪農へ進化 浜中町西円朱別地域 飼養管理技術・育成管理技術の向上(乾乳・秘乳期管理、哺育育成牛の発育改善、ｽﾗﾘｰ効率利用)

地域協働で技術改善による所得向上 厚岸町若松・糸魚沢地区 哺育育成牛管理・分娩前後の管理改善(飼養環境・飼料給与内容の改善・適正化)

釧路中部 地域生産量維持のための持続的な酪農経営体の確立 釧路市桜田地区 生乳生産量向上、良質粗飼料生産(営農タイプ別改善策、ふん尿適正利用、TMRｾﾝﾀｰ設立準備)

 収益性の高い地域農業の確立 鶴居村支雪裡地区 良質粗飼料確保、給与技術・生産性向上、支援ｼｽﾃﾑ導入(原料草品質向上、高品質ｻｲﾚｰｼﾞ調製)

持続的酪農システムの確立 釧路市（音別）尺別・直別地区 経営管理・飼養管理向上による収益ロス低減、良質粗飼料生産(女性参画、分娩前後、ﾌｨｰﾄﾞｾﾝﾀｰ検討)

根室本所 生産構造再編と経営体質強化による「ゆとりある酪農経営」の確立 根室市湖南地区 生産効率改善による経営体質強化(粗飼料生産改善(施肥･収穫適期)、乳牛飼養管理改善(周産期))

地域の活性化とゆとり創出のための生産構造改善 別海町中春別よつ葉地区 飼養管理・環境改善、牧草生産性とサイレージ品質向上(移行期飼養管理、調製技術)

収益性の高い酪農経営の推進 別海町西春別柏野地域 個々の経営確立と地域集落酪農生産支援システムづくり(飼養環境・飼養管理技術改善)

生産基盤の確立と所得の向上 別海町北西別地区 持続的経営体の育成と営農支援システムの確立・推進(サイレージ調製、乾乳牛栄養管理)

乳牛の繁殖成績改善 別海町地域 繁殖改善・マニュアル化(繁殖改善対策の検証、周産期病低減技術の定着化)

北根室 経営改善への総合支援と地域活性化に向けた共同組織育成整備 中標津町協和、豊岡地区 地域生産システムの再編(TMRｾﾝﾀｰ支援、粗飼料品質向上、乳量増加･分娩間隔短縮)

技術・生産体系の総合改善による所得の向上と地域資源の活用 標津町古多糠地区 飼養管理(繁殖成績)改善とサイレージ品質改善(飼料給与・乾乳期管理技術、密閉・取出方法)

５１課題



20 営農技術対策(6) 

９月の営農技術対策  

平成 20 年 8 月 27 日  

北海道農政部 

                （抜粋） 

第９ 家畜飼養  

「今月の重点項目」 

・暑熱対策と栄養管理に留意して、夏場のストレスからの早期回復を図る。 

・発情観察の徹底と繁殖記録の活用で、受胎率低下を防ぐ。 

・基本的な搾乳技術の励行と牛床・パドック等の衛生管理に努め、乳房炎の発

生を防止する。 

１ 乳牛  

(1) 飼養環境  

ア 例年９月になると気温はやや低下するが、湿度はまだ高めである。引き続き扇風機

やダクトファンなどで牛体に直接風をあてたり、トンネル換気やリレー式送風機等で、

畜舎内の通気を良くして、十分な換気・送風を図る。  

イ 飼槽や水槽をよく清掃して飼料摂取量の低下を最小限に抑えるとともに、牛の安楽

性を高めて、早めに夏場のストレスからの回復を図る。  

(2) 繁殖管理  

夏期間の暑熱ストレスにより、受胎率の低下が懸念される。畜舎の快適性を維持

して栄養管理を徹底するとともに、繁殖記録の確認と発情徴候の十分な観察を行い、

繁殖成績の低下を防ぐ。  

(3) 放牧管理  

ア 今後は放牧地の草勢が衰えてくるので、休牧日数の延長や牧区の拡大を行うか、

または過度の放牧依存を避けて良質サイレージや乾草を併給する。  

イ 公共牧場では草量に見合った放牧頭数の維持に努めるとともに、牛群の看視を強

め、発育不良牛や異常牛を早期に発見して処置する。  

(4) 飼料給与  

ア 乾物摂取量およびエネルギー不足によって、乳成分率が低下しやすい時期である。

新鮮な飼料を１日２回以上給与し、掃き寄せ回数を増やして採食刺激を与えるなど飼

料摂取量の増加を促す。  

イ 乳期別の栄養管理を徹底するとともに、ボディコンディションや乳成分等をモニタリ

ングして過不足のない栄養管理に努める。  

(5) 搾乳衛生  



ア 細菌が増殖しやすい時期なので、搾乳機器に用いる洗剤や殺菌剤は決められた

方法・濃度・温度で用い、確実に洗浄・殺菌を行う。  

イ 搾乳手順や牛体管理など基本技術を徹底するとともに、牛床やパドック等の衛生

管理に努め、乳房炎の発生を防止する。  

(6) 農場衛生対策  

ア 暑熱ストレスにより、家畜の抵抗力は低下傾向であることから、防疫対策を徹底し、

病原菌の侵入を未然に防ぐ。（参考：「酪農場における牛サルモネラ症の実態解明と

発生防止対策」平成 20 年指導参考）  

イ 家畜の観察を強め、異常が見られたら直ちに獣医師に相談する。  

２ 肉牛  

(1) 肥育牛の管理  

ア 肥育牛では暑熱時に粗飼料の摂取量が低下し、アシドーシスの傾向が残っている

ことが考えられるので、重曹添加などを継続する。また粗飼料の採食量に注意し、必

要な粗飼料の摂取に努める。  

イ 暑熱時の尿量の低下などにより尿石症の発症が増加する場合があるので、引き続

き新鮮水の給与に努めるとともに水質の改善、水槽の清掃などにより飲水量を確保

する。また、カルシウム：リン比に注意し、粗飼料の採食量の確保、尿石症の治療・予

防剤投与などを行う。  

ウ 低下した採食量の回復が思わしくない場合は、給与回数や餌寄せなどで採食意欲

を向上させるともに、ミネラルや給水の点検を行う。極端な採食量の低下がある場合

は、ビタミン剤（とくにビタミンＡ）の投与を実施する。  

(2) 子牛の管理  

ア 暑熱ストレスにより新生子牛の体力の消耗が考えられる。とくに、初産牛の初乳は

免疫物質が少なく子牛も虚弱な場合が多いので、畜舎内の消毒徹底を図るとともに、

ビタミンの投与や適切な下痢対策、換気の改善に努める。  

イ 出産時の事故を防ぐために分娩が近い牛の観察を強めるとともに、昼間分娩技術

（分娩予定２週間前から夕方飼料給与、翌朝残飼除去）を活用するなど、分娩時には

必ず立ち合うようにする。  

ウ 母牛の栄養管理が子牛の抵抗力や下痢などの疾病発生に影響する。子牛の疾病

を防ぐ観点からも、繁殖ステージに合った母牛の栄養管理を行うとともに、乳頭や牛

体を清潔に保つため畜舎内の牛床（敷料）管理を徹底する。  

３ 中小家畜  

(1) 豚の繁殖管理  

ア 暑熱ストレスを受けた繁殖豚では、この時期に繁殖成績が低下しやすく、回復に時

間を要することが多い。暑熱ストレスの見られた農場では、来年に向けて暑熱対策を



検討する。授乳期にボディコンディションが大幅に減少した母豚では、交配後 30～60

日の飼料を増給し回復をはかる。  

イ 種雄豚の飼養頭数及び交配に要する労働時間を削減するために、自家採精・希釈

による人工授精を積極的に導入する。人工授精にあたっては発情監視を徹底し、授

精適期の把握に努める。  

(2) めん羊の交配  

交配計画に基づいて、交配を開始する。通常は雄１頭で 50 頭程度までの雌群に自

由交配させるが、雄羊にマーキングハーネスを装着し、交配日を記録すると 147 日後

の分娩日を予測できる。発情回帰雌羊を確認するためには、ハーネスクレヨンの色を

２週間ごとに交換する。サフォークでは、別群にしていた雄と雌を 9 月中～下旬に同

居させると、発情が同期化され、分娩管理が容易になる。  

(3) 肥育ラムの出荷  

離乳後に濃厚飼料主体の舎飼仕上げや放牧仕上げを開始したラムは、順次出荷

時期を迎える。舎飼では生体重 50～55kg で出荷すると、枝肉重量 20～25kg、背脂肪

厚 4～7mm の M2 規格のラム肉に仕上がるが、放牧ではこれより脂肪付着の少ない

仕上がりとなる。  

   

第 10 草地及び飼料作物  

「今月の重点項目」 

・牧草の収穫は刈取り危険帯を避ける。 

・自給肥料は簡易な方法により肥料成分を推定し、草地へ適正量施用する。 

・サイレージ用とうもろこしの収穫は、ほ場で子実熟度を確認し、黄熟期～完

熟期（破砕処理等 が必要）の適期収穫に努める。 

１ 草地  

(1) 刈取り危険帯を避けた収穫  

牧草の越冬性を低下させる刈取り危険帯は、オーチャードグラスでは、天北地域で

10 月上旬から中旬、十勝地域は９月中旬から下旬、根釧地域は９月下旬から 10 月

中旬と設定されており、この期間の収穫は避ける。アルファルファの刈取り危険帯は、

オーチャードグラスより一旬程度早まる。  

(2) 施肥管理        

ア 自給肥料は最終刈取り後の草地に施用し、有効活用する。その際、簡易な方法で

肥料成分含有量を推定し、土壌診断を踏まえて適正量投入する。  

イ 放牧地への９月前半の施肥は、晩秋の草量の確保に有効である。施肥量は窒素

量で 10ａ当たり２～３kg 程度とする。曝気尿を施用する場合は、10ａ当たり 0.5ｔ程度と

する。  

(3) 雑草処理  



ギシギシ類の防除は秋処理の効果が高く、除草剤の散布適期はギシギシ類の葉

の大きさが手のひら大になった時期である。薬量、使用方法は「雑草防除ガイド」に従

う。  

(4) サイレージ調製  

ア ９月以降に収穫する２～３番草は、１番草よりサイレージ発酵が緩慢なので、土砂

や夾雑物の混入防止に努める。  

イ バンカサイロの踏圧作業は、圧縮係数（運搬した牧草容積÷踏圧後の牧草容積）

が 2.3 以上となるよう、接地圧の高いホイール型車両を用いる。牧草拡散厚は 30 ㎝

以下で行い、サイロ壁際の踏圧を十分行う。さらに、密封は詰め終えたその日に行

う。  

２ とうもろこし（サイレージ用）  

(1) サイレージ調製  

ア 収穫適期は黄熟期～完熟期（破砕処理等が必要）である。ほ場で子実熟度を確認

し、適期収穫に努める。  

イ 子実熟度別の破砕処理時切断長とローラのすきまの設定は、それぞれ、糊熟期が

19 ㎜とし破砕処理しない、黄熟期で 19 ㎜と５㎜、完熟期で 19 ㎜と３㎜とする。  

ウ 通常収穫による切断長は黄熟期で 10 ㎜程度とするが、完熟した場合や被霜により

葉が枯れ上がったものは５㎜程度とする。  

エ 収穫調製作業に当たってはサイロガスによる事故防止に努める。   

   

 


